
Song Review 15  ＃クレヲパトラの夢 

 

『クレオパトラの夢（Cleopatra's Dream）』（作曲：バド・パウエル、1959年）

を取り上げる。本曲は特に日本のジャズファンに深く愛されてきた。 

 

その音楽的な魅力 

・エキゾチックな主題メロディ 

タイトルにふさわしく、どこか異国情緒を感じさせる旋律が印象的。クレオパト

ラという歴史的存在の幻想性を音で表現している。 

・親しみやすいアドリブ展開 

複雑すぎず、それでいて技巧的。聴く者を置いてきぼりにしない、心地よい即興

演奏が続く。 

・構成の美しさ 

メロディ、リズム、ハーモニーが絶妙に絡み合い、短い曲ながらも物語性を感じ

させる構造になっている。 

タイトルの詩的な力 

・「クレオパトラの夢」というタイトル自体が、聴き手の想像力をかき立てる。 

古代エジプトの女王が見た夢とは？という問いが、音楽の中に物語性を与えて

いる。 

・歴史と幻想の交差点に立つような感覚。 

現実と夢、理性と感情、秩序と混沌が交錯するような音の世界が広がる。 

 

日本での特別な位置づけ 

・ジャズ喫茶全盛期には「この曲がかからない日はなかった」と言われるほどの

人気。 

・日本人の感性に響く「哀愁」と「知的な美しさ」が共存している点も、支持さ

れる理由の一つである。 

 

哲学的・倫理的な視点から 

・夢とは何か？ 

クレオパトラの夢が象徴するのは、権力者の孤独か、理想の世界か。音楽はその

答えを明示せず、聴き手に委ねる。 

・形式と即興のバランス 

パウエルの演奏は、譜面に書かれた構造と、瞬間の感性が融合したもの。これは、

形式知と暗黙知の交差点とも言えよう。 

 



日本で人気の高い名曲 

・Waltz for Debby Bill Evans 繊細でリリカルなピアノ。静かな夜にぴった

り。 

・My Favorite Things John Coltrane ソプラノサックスの疾走感。原曲を大

胆に再構築。 

・Moanin’  Art Blakey & The Jazz Messengers ソウルフルで力強い演奏。

ライブ感が魅力。 

・Autumn Leaves Bill Evans Trio 哀愁漂うメロディ。日本人の感性に深く

響く。 

・Take the 'A' Train Duke Ellington スウィング感と都会的な雰囲気。 

・When You Wish Upon a Star Keith Jarrett ピアノの美しさが際立つバラ

ード。感情豊か。 

・What a Wonderful World Louis Armstrong 温かみのある歌声とメッセージ

性。癒しの一曲。 

 

評価：★★★★★ 


